
（４）計画内容・工法 

 ア 排水 

（ア）地下排水（暗渠排水） 

 

【解 説】 

1. 概要・目的 

暗渠による地下排水は、地中に暗渠管等を埋設して地下水位を低下させるもので、ほ場

の排水手段として、広い条件下でその効果が期待できる 1]。 

暗渠排水の主たる目的は、 

・ほ場の水管理を容易にして作物の生育環境を良好にすること 

・農作業の環境を改善し、農業機械の作業性を向上させること 

であり、これにより、畑作物の導入による生産拡大等、農業生産の多様化に貢献すること

が可能となる 2]。 

 

2. 暗渠排水の必要性の判断 

計画基準「暗渠排水」において、暗渠排水の必要性を判断するための目安が、土壌タイ

プ、地下水位、降雨後の地表残留水、地耐力、土壌の透水性の５項目について以下のよう

に示されている 3]。 

1) 土壌タイプ※1 

一般的に、以下の土壌タイプについては、暗渠排水が必要とされる。 

① 多湿黒ボク土   ③ 灰色台地土   ⑤ 灰色低地土  ⑦ 黒泥土 

② 黒ボクグライ土  ④ グライ台地土  ⑥ グライ土   ⑧ 泥炭土 

ただし、土性が細粒質から中粒質で、緻密な耕盤が形成されている場合には、土壌タイ

プに関係なく暗渠排水が必要とされる。 

 

  

※1 土壌分類に係る情報の取得については、当該地区における地力保全基本調査等の既存資料のほか、

後述「参考資料(２)土性及び土壌の区分と重粘質土壌の特徴について」及び「同（３）インターネ

ットを活用した土壌情報の取得について」等を参照。 

暗渠による地下排水は、作物の生育環境を良好にし、また、農作業環境の改善により農

業機械の作業性を向上させることを目的として、地中に暗渠管等を埋設して地下水位を

低下させるものである。 

水田の畑地化に向けた暗渠排水組織の計画・設計に当たっては、既に畑利用又は畑地

化が行われている類似地の状況を参考とすることが望ましい。 
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2) 地下水位 

 

 

 

 

3) 降雨後の地表残留水 

 

 

 

 

4) 地耐力 

 

 

 

 

5) 土壌の透水性 

 

 

 

 

次ページに、上記を踏まえて整理した「暗渠排水の必要性の判断フロー」を示す。 
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 Ｑ１－１．土壌タイプが次のいずれかに該当するか

 　① 多湿黒ボク土　　　③ 灰色台地土　　　⑤ 灰色低地土　　⑦ 黒泥土
　 ② 黒ボクグライ土　　④ グライ台地土　　⑥ グライ土　　　⑧ 泥炭土

①または②

はいいいえ

①または②

③

 Ｑ４．降雨後７日以降に測定したコーン指数の４点平均値は
 　　　次のいずれに該当するか

 　① 0.39 N/mm2より大きい

 　② 0.25 N/mm2 以上 0.39 N/mm2未満

 　③ 0.25 N/mm2未満

①または②

③

 Ｑ２．降雨後の地表残留水の停滞時間は次のいずれに該当
 　　　するか

 Ｑ５．下層土（耕盤下30cm程度）の透水係数は次のいずれに
 　　　該当するか

③
 　① 1×10-3 cm/s 以上

 　② 1×10-5～10-4 cm/s 程度

 　③ 1×10-6 cm/s 以下

 Ｑ３．降雨後７日以降の地下水位は次のいずれに該当するか

③

①または②

 　① 地表面下 60cm 以深

 　② 地表面下 30～60cm

 　③ 地表面下 30cm 以浅

 　① 滞水なし

 　② 24時間以内

　 ③ 24時間以上

はい

いいえ

暗渠排水の必要性の判断フロー

はいいいえ

土

壌

タ

イ

プ

START

暗渠排水不要 暗渠排水が必要

Ｑ１－２．土性が細粒質または中粒質で、緻密な地盤が形成

されているか

暗渠排水が必要な場合

がある

Ｑ６．上記Ｑ２～５において、選択肢②に該当するものが

あるか
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3. 暗渠排水の分類 

暗渠排水は、使用する材料や施工方法によって「本暗渠」及び「補助暗渠」に大別され、

堅密土層の破砕を目的とする「心土破砕」も、補助暗渠と同様の効果を有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本暗渠と補助暗渠の分類 4] 

補助暗渠は、本暗渠との組合せにより著しい効果が発現され 5]、本暗渠の埋戻し部分

と交わるように施工し、本暗渠と直角に配置すると排水効果が高くなる 6]。 

 

本暗渠と補助暗渠を組み合わせた地下排水のイメージ 
7] 

なお、本暗渠及び補助暗渠は、基盤整備により両者を一体的に施工することや、本暗渠

のみを基盤整備で施工して補助暗渠等は営農段階で施工することが考えられる。 

そのため、整備内容については、施工コスト等を勘案して、地区の実情を踏まえて検討

する必要がある。 

 

1) 本暗渠 
8] 

本暗渠は、「地表残留水」及び過度の「土壌中の重力水」をほ場外に排除することを目的

として、ほ場面以下に掘削したトレンチ等に吸水性能を有する管（吸水管）及び吸水管へ

の流入を促進する疎水材の両方を、あるいは吸水管のみを土壌中に埋設した排水施設をい
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う。吸水管を引き込んで埋設する「せん孔暗渠（有材）」も本暗渠として施工される場合が

ある。 

 

2) 補助暗渠 8] 

補助暗渠は、本暗渠のみでは排水効果、営農等に必要な地耐力などが十分に得られない

場合に、本暗渠と組み合わせて補助的に施工される排水施設であり、弾丸暗渠、せん孔暗

渠（無材）、簡易暗渠等が挙げられる。 

補助暗渠の施工は比較的容易であり、トラクター後部にアタッチメントを装着すること

で、農業者による自主施工も可能である。 

 

① 弾丸暗渠 

弾丸暗渠は、代表的な無材暗渠で、機械力により土層中に弾丸を通して通水孔を設け

るものであり、重粘土のように崩壊しにくい土質に適する 4]。 

弾丸暗渠の施工により、難透水層に水みち（亀裂と通水孔）が形成されて排水性が向

上し、硬く締まった土質では施工形状が維持されるが、粘質で流動しやすい土質や砂質

土では溝と空洞が崩壊しやすい 6]。 

 

本暗渠と弾丸暗渠の接続法 4] 

 
弾丸暗渠の施工 6]

 

 

② せん孔暗渠 

せん孔暗渠（無材）の工法については、計画基準「暗渠排水」において以下のように示

されている。 

・掘削孔の土砂を外部に排出し中空構造とする工法であり、主として泥炭地に適用さ
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れる 4]。 

・資材を用いないせん孔暗渠工法として、土中 40～70cm の任意の深さに、掘削縦溝の

横に空洞を構築する基本工法の横穴型及び掘削縦溝の直下に空洞を構築する補助工

法の直下穴型により、土層を持ち上げて、土中の空洞を通水孔として余剰水をほ場

外に排出する補助暗渠としているものがある 4]。 

 
カットドレーンによるせん孔暗渠の施工方法 9] 
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［補足：せん孔暗渠機「カットドレーン」による補助暗渠の施工について］9],10] 

排水不良なほ場における畑作物の生産性向上には、ほ場の排水改良が不可欠である。 

このため、本暗渠と補助暗渠の両方に適用可能な技術として、せん孔暗渠機「カッ

トドレーン」が農研機構、（株）北海コーキ及び（公財）北海道農業公社により共同開

発・実用化されており、成果の内容や機械の特徴は以下のとおり。 

①  農業者所有のトラクターに装着することで、土中 40～70cm の任意の深さで資材を

使わずに連続した通水空洞を成形可能である。 

②  施工深を 70cm まで設定できることから、畦を超えて施工機を排水路内に下ろして

法面に空洞を貫き、簡易な暗渠として利用可能である。また、施工機をほ場面から

挿入し既設暗渠に対する補助暗渠としても利用できる。 

③  60PS超のフルクローラートラクターや 70PS超のホイールトラクターに対応してお

り、施工速度は心土破砕と同程度で、既存のトレンチャせん孔暗渠機及びモミガラ

心土破砕機より速い（推奨施工速度：2～4km/h）。 

④  重粘土や泥炭土などでの適用性が高く、使用上の留意点は以下のとおり。 

 砂 50%以上又は土性（農学会法）Ｓ・ＳＬでは使用できず、Ｌの土壌では施工後

の耐用年数が短い。 

 砂礫層又は 5cm を超える石礫に富む場合や直径 5cm を超える埋木がある場合は

施工できない。 

 せん孔の間隔は 2～5mを標準とする。 

 主に転換畑、畑、草地で使用し、水田では既設暗渠の補助暗渠として使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

カットドレーンの畑作物に対する効果 
収量

結束重 莢重

(cm) (cm) (kg/a) (kg/a)

エダマメ 穿孔暗渠区 55.2
*2 36.9 175 96

*2

（早生：天ヶ峰） 対照区 50.3
*2 34.0 164 67

*2

エダマメ 穿孔暗渠区 61.1
*2 41.1 190

*2
98

*2

（中生：味源） 対照区 52.9
*2 38.8 140

*2
78

*2

*1 試験地はつくば市農工研内の粘性土ほ場、穿孔暗渠区は2m間隔・70cm深で施工、

　 対照区は既設暗渠（10m間隔・80cm深）の渠間に設定。

*2 穿孔暗渠区と対照区で統計的に有意差あり（Tukey's test）。

作目
（2013年）

草丈 主茎長
処理区

*1

施工の概要 

 
カットドレーンによる排水機能 
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③ 簡易暗渠（モミガラ補助暗渠） 

簡易暗渠は、掘削したトレンチ等にその地域で安価かつ容易に得られる疎水材（モミ

ガラ等）を埋設する工法であり、難透水性で乾燥亀裂の保持性の悪い土壌に主に適用さ

れ、長期的な効果の継続が期待できる 4]。 

 

簡易暗渠（モミガラ補助暗渠）の施工 6] 

 

3) 心土破砕 

心土破砕は、地表より 40cm程度の深さの層を心土

破砕機で破砕する工法であり、堅密な難透水性土壌

の透水性を増加させる効果等が期待できる 11]。 

地下排水の改善や地耐力の確保には、不透水層で

ある心土の破砕が有効であり、心土破砕の深さ、工

法、施工機械等の検討については、計画基準「土層改

良」『3.5.3 種類別土層改良計画』、同「暗渠排水」技

術書『26. 補助暗渠の種類と施工』等を参照する。 

心土破砕（無材）の施工に用いられる主な機械の特徴と写真を以下に示す。 

・サブソイラ 4]：犁柱
りちゅう

（ナイフ）とチゼル（破砕爪：作業幅 90cm 程度）で構成され、破

砕効果を大きくするためにチゼルにウイング（3°～5°）を持たせて

いる。 

・パラソイラ 12]：土を反転させずに耕盤の破砕が可能。 

・カットブレーカー13]：V字刃により深さ 70cm まで破砕溝を施工でき、多少の石礫（5％

以上の場合は除礫が必要）が含まれるほ場においても使用可能。 

・リッパドーザ 14],15],16]：ブルドーザ後部に油圧リッパ装置が装着されたものでリッパ

付ブルドーザとも呼ばれ、硬い土質の掘削や軟岩地盤の破砕に

適しており、ほ場整備工における耕起・深耕に用いられる。 

・超湿地ブルドーザ 17]：標準ブルドーザ及び湿地ブルドーザでは作業困難な湿地、泥濘

地及び軟弱地における掘削運土作業のほか、ほ場整備工事の運

土、仕上げ作業によく用いられる。 

  

モミガラ埋設機 

4] 

断面形状と水の動き 施工断面 
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二連直装サブソイラ 4]    サブソイラによる心土破砕 18] 

 

 

 

 

 

パラソイラによる心土破砕 12]     カットブレーカーによる心土破砕 13] 

 

 

 

 

 

リッパドーザによる耕起 19]   超湿地ブルドーザによる表土戻し 20] 

 

また、心土破砕及び排水の関係については、計画基準「土層改良」において以下のよう

に示されている。 

畑地における地表排水不良地（作土直下から難透水層が存在し、降雨の地下浸透が不良で

あるため、地表部に長期間湛水がみられるところ）では、明渠に深さ 40cm 以上の心土破砕

（「深層心破」という）を直結するだけでもかなりの効果があるが、一般には暗渠排水との併

用によって高い排水機能を発揮する。 

いわゆる重粘土で、かつ、地形等の影響で地下水の排除速度が遅く、常時地下水が停滞、

又は、時期的に地下水が上下する地域においては、湿性を呈する重粘土はグライ層、又は酸

化沈殿物の有無によって判定できるため、これが 50cm 以内にある場合は心土破砕に暗渠排

水を併用することが望ましい。また、このような場合、必要に応じて承水路を設ける方が、

施工地区内の排水を良好にすることができる。 

心土破砕と排水の関係 21] 

 

土づくりに係る工種（心土破砕、堆肥散布等）は、通常、営農段階で実施されるが、国

庫補助事業の対象として基盤整備と一体的に実施することが考えられる。このとき、積算

基準等で標準歩掛が示されているリッパドーザや超湿地ブルドーザ等を適用すると、施工

規模に対して能力・コストが過大となるおそれがある。そのため、施工規模に応じて適切
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な機械を選択することに留意し、施工規模に見合った機械の歩掛が確認できない場合は、

歩掛調査又は見積徴取によって対応する。 

なお、上記のリッパドーザ、超湿地ブルドーザのほか、堆肥散布用の機械であるマニア

スプレッダについても、農林水産省「土地改良工事積算基準（土木工事）」16]において、

標準機種の歩掛が示されている。 

 

［補助暗渠の整備及び維持管理に当たっての留意事項］ 

■表土戻しについて 

心土破砕は、工事施工の影響から必要となる場合がある。ほ場整備において、作物根の

伸長及び養分の吸収に必要な有効土層厚を保持する方法である「表土扱い」22]では、一般

に、ブルドーザ等の大型重機が用いられるが、これらの重機による圧縮及びこね返しに伴

って、土壌がち密化しやすい 23]。 

水田と畑では栽培に適した土壌の構造や目標値が異なり、畑は水田に比べて作土の厚さ

が深く、耕盤層のち密度も小さい。そのため、表土を戻す際には、締め固め過ぎないこと

が重要である。 

 

水田と畑における土壌の構造と目標値の違い 7] 

 

このため、大型重機を用いた整備工事の後処理として、土を軟らかくするために深耕ロ

ータリーによる耕起を行う事例もみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基盤整備後の維持管理について 

本暗渠、補助暗渠等を施工した農地の排水性は、経年的に悪くなるリスクがあることか

ら、基盤整備後も営農管理の一環として、状況に応じて、疎水材の補充、心土破砕、暗渠管

の洗浄等を行う必要がある。 

また、維持管理の重要性について農業者にあらかじめ周知しておく必要があり、土地改

 

深耕ロータリーによる耕起 
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良関係部門と普及関係機関が計画段階から営農段階まで連携を取って農業者を指導・支援

することが重要である。 

 

■国庫補助事業の活用について※2 

補助暗渠については、補助暗渠のみを単独施工する場合は国庫補助事業の対象とならな

いが、本暗渠と一体的に施工する場合は補助対象となっている。また、営農段階で疎水材

の補充や補助暗渠の施工等を行うための共同利用機械の導入についても補助対象となって

いる。 

 

4. 暗渠排水整備済みのほ場の畑地化について 

暗渠排水整備済みほ場の畑地化に当たっては、過去の暗渠排水の整備状況（整備後の経

過年数等）や維持管理の実施状況を踏まえつつ、土壌調査等を基に、現況ほ場の排水性に

ついて把握する必要がある。 

土壌調査等の結果から、導入作物の生育上、現況ほ場の排水性が不十分と判断された場

合には、排水不良要因を明らかにし、要因に応じた対策を講じるものとする。 

1) 排水不良要因の把握 

① 暗渠排水の機能診断 

a) 全体機能診断 
24] 

関係受益農家からの故障、欠陥等の報告や定期的な巡回による目視確認を踏まえ、暗

渠排水の機能が低下している可能性のあるほ場について、現地調査を行い暗渠排水の現

状を確認する。 

b) 詳細機能診断 24],25] 

全体機能診断により、暗渠排水の機能低下が著しいと判断された場合に、以下の施設

を中心に詳細機能診断を行う。 

なお、水 閘
こ う

については、畑地の暗渠では通常設置しないことから 26]、本手引きでは、

取り扱わないこととする。 

・吸水渠：試掘調査により吸水管、疎水材、耕盤の状況を確認 

・疎水材：吸水渠の試掘調査の際に、疎水材の腐食や断面不足の状況を確認 

・排水口：目視により目詰まり等の状況を確認 

 

② ほ場の診断 
27] 

ほ場に関する診断内容として、ほ場周囲の地形や排水路の状態を確認し、暗渠により

集水した余剰水をほ場外へ排出できる状態か判断する。 

また、ほ場内における排水不良要因として、表層部の泥濘化、下層まで粘質で強還元

である難透水層及び堅密層の有無を確認する。 

※2 基盤整備後の暗渠の機能維持等における補助事業の活用については、後述「参考資料（５）水田の

畑地化に活用可能な補助事業（令和６年度時点）」を参照。 
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2) 排水不良要因への対策 

①  暗渠排水の機能回復について 

a) 吸水渠・疎水材・排水口の機能回復 25] 

施設ごとの機能回復に係る検討・留意事項は以下のとおり。 

・吸水渠：吸水渠の機能回復に当たっては、必要に応じて耕盤層の透水性を確保する

点からも心土破砕や補助暗渠の施工を検討する。 

・疎水材：疎水材を再充填する際に断面確保に留意し、使用量不足とならないように

する。 

・排水口：排水口の破損等の状況を踏まえて補修・更新を検討する。又、排水路に溜

まった泥土を除去することにより、排水口が塞がれることを防止し、暗渠

管内部の目詰まりを防止することに留意する。 

b) 暗渠排水の機能回復に係る近年の研究開発について 

塚本ら 27]は、暗渠排水整備済みほ場における排水不良要因と暗渠排水の簡易機能診

断及び機能回復手法を「ほ場に関する内容」と「暗渠・疎水材自体に関する内容」に分

けて紹介している。 

また、若杉・小野寺 28]は、機能低下した暗渠排水を低コストで再生可能な「ドレーン・

リフレッシャー工法」を開発している。 

暗渠排水整備済みほ場における排水不良要因と 

暗渠排水の簡易機能診断及び機能回復手法 27] 
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［補足：「ドレーン・リフレッシャー工法」による暗渠排水の機能回復について］28] 

暗渠排水の疎水材は、一般的に安価なモミガラが使用されることが多いが、転作の

繰り返しに伴いモミガラの分解が進むと、暗渠排水の機能も低下する。一方、暗渠管

は耐久性のあるポリ塩化ビニル製のコルゲート管が用いられることが多いため、管内

の土砂堆積を防ぐことで半永久的に利用可能となる。 

このため、疎水材を暗渠管の直上に再充填することで機能低下した暗渠排水を低コ

ストで再生可能な「ドレーン・リフレッシャー工法」が開発された。 

○本工法の特徴 

暗渠施工の際に、設計どおり直線に埋設することは実際に

は困難であり、また、疎水材の再充填時も既設暗渠の埋設位

置が分からないため、既設暗渠の設置時と同じ位置を走行す

ることは困難である。一般的な暗渠の施工では、疎水材を投

入した部分は分解した疎水材又は空洞となっており、周囲の

土壌と異なり柔らかい物性を有している。 

そのため、本工法では、施工機械と作業機の間に左右方向にスライド可能な平行リ

ンクを連結することで、施工時と同じ走行ラインを辿らなくても選択的に柔らかい部

分に開削部が入るため、既設暗渠の直上をトレースしながら施工可能である。 

また、深さの確認は、ブレード後方の暗渠管確認フォークを開削した溝内に作業員

が押し込み、暗渠管の位置を確認しながら施工することで、確実に既設暗渠直上に疎

水材を再充填できる。 

 

○施工手順 

①  既設暗渠の水閘の位置や設計図を基に暗渠の上下流端、中間点を試掘して埋設し

ている暗渠管の位置出しを行う。 

②  位置出しした地点に向かって施工機械を走行させ、モミガラを再充填する。 

③  走行中、最低 2m ごとに暗渠管確認フォークにより既設暗渠管の位置をチェック

して施工する。 

④  地上部にある暗渠の水閘は劣化しているため、別途交換する。 

 

○試験施工 

暗渠排水の施工から約 25年が経過した宮城県Ｍ地区において、本工法による試験施 

ドレーン・リフレッシャー工法作業機の概要 平行リンクの概要 

ドレーン・リフレッシャー 

工法による施工状況 
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工を行った。 

【既設暗渠の概要】 

・疎水材 ：モミガラ 

（分解が進み、わずかに形状を保った状態） 

・設置深さ：70～90cm（傾斜：1/500） 

・設計幅 ：15cm 

・管種  ：コルゲート管 

（管内に土砂堆積はほとんどなく、通水性を維持） 

上記手順による試験施工の結果、既設暗渠の直上にモ

ミガラが再充填されており、問題なく施工されているこ

とが確認された。 

 

 

② 既設暗渠の機能自体は良好であるにもかかわらず、排水性が不十分な場合 

現況において本暗渠のみが整備済みの場合、本暗渠だけでは排水効果が十分に発揮さ

れないことがあるため、下記を参考に、補助暗渠との組合せ暗渠を検討する。 

 

組合せ暗渠方式 
29] 

（本暗渠のみでは排水効果が十分に発揮されない場合） 

  

既設暗渠の経年劣化状況 

本工法による暗渠再生状況 
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5. 暗渠排水組織の計画・設計について 

水田の畑地化に向けた暗渠排水組織の計画・設計に当たっては、以下に示す数値のほか、

計画基準「暗渠排水」等を踏まえて、既に畑利用又は畑地化が行われている類似地の状況

を参考とすることが望ましい 30]。 

 

1) 吸水渠の構造 

暗渠管は、地表残留水及び土壌中の過剰な重力水を直接吸収する吸水渠と、吸水した水

を集水して排水路に導く集水渠からなる。 

地表残留水等を排除するには、吸水渠（鉛直方向）の通水機能が最も重要であり、透水

性の良好な疎水材で充填する必要がある 31]。 

 
吸水渠の構造例 31] 

 

2) 暗渠管の設計 

以下では標準的な値を示すが、あくまで目安であり、導入作物や現地条件を勘案して具

体的な検討を行う必要がある。 

① 計画暗渠排水量 32] 

地表残留水又は土壌中の重力水を目標時間内に排除するのに必要な暗渠排水組織（暗

渠の間隔及び深さ、吸水管の断面等）の決定のため、計画暗渠排水量を求める。 

水田の畑利用及び畑の場合、計画基準雨量を 1/10年確率の 4時間雨量とし、これに暗

渠排水依存率を乗じた量をおおむね 4時間で排除することを目標とする。 

暗渠排水依存率は、類似地における値を参考に、地区の特徴を考慮して決定する。 

計画暗渠排水量は、水田の畑利用の場合は 30～50mm/d、畑の場合は 10～50mm/dが、標

準的な値である。 

 

② 吸水渠の深さ 30],33] 

吸水渠の深さは、計画地下水位（常時）に余裕深を加えた深さとする。 

水田の畑利用、畑等の場合で地表面下 60～80cm程度を目安とするが、土層改良を施工

する場合や深根性作物を導入する場合には、さらに十分な余裕を見込んでおくことが必

要である。 

作物別の地下水位管理基準を参考として示す。 
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［事例：畑作物の地下水位管理基準（茨城県農業試験場竜ヶ崎試験場、S52～55）］33] 

 

 

  

40



③ 吸水渠の間隔 30] 

吸水渠の間隔は、土壌の透水性、地形、土地利用形態等を勘案して決定する。 

なお、吸水渠間隔の下限値は 7.5m程度とし、この値より間隔を小さくせざるを得ない

場合は、本暗渠及び補助暗渠の組合せ暗渠を検討する。 

 

④ 敷設勾配 34] 

暗渠管の敷設勾配は、一般には 1/100～1/1,000 が標準（浅埋設暗渠では無勾配含む）

とされる。 

 

［事例：畑地化実施地区における暗渠排水の整備（和地太田地区（愛知県））］ 
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［事例：園芸施設（ハウス）の設置を勘案した排水対策について］ 

基盤整備の実施に伴い、園芸施設（ハウス）が設置される場合は、排水対策の内容、暗

渠及び排水路の配置について、実施主体間での調整が必要である。 

 

（事例 1）畑屋中央地区（秋田県）では、事業採択後、地区内できゅうり等の栽培を行うハ

ウス団地計画が決定したことから、暗渠及び排水路の配置について以下の調整を

図った。 

・暗渠排水の渠線間隔（通常は一律 10m 間隔で設置）を、鉄骨ハウスの位置に合わせ

て調整。 

・ハウス間に屋根からの落雪が堆積することから、消雪用の側溝を追加設置。 

 

鉄骨ハウスの位置を踏まえた暗渠の渠線間隔と排水路位置の設定 

（地区事例：畑屋中央地区（秋田県）） 

 

（事例 2）大分県では、基盤整備と併せてハウスを設置する農地の排水対策について、関係

機関へ以下の通達を行っている。 

○対策工 

・ハウス内：地下水位等の状況に伴う暗渠排水工 

・ハウス外：農地の法尻等からの湧水処理工、園芸施設周辺部の雨水処理工 

○留意事項 

・ハウス内：暗渠排水管の位置選定は、各工法の標準間隔を基本とするが、ハウス間

口を考慮し農業者と調整を図り、効果が発揮できる位置とすること 

・ハウス外：周辺部からの流れ込みなど事前調査等を行う検討すること、排水出口

（排水路高さ）の確認を図ること 
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3) 暗渠の資材 

① 暗渠管の管種 

暗渠管の代表的な管種は下表のとおりであり、選定に当たっては、下記の基本的事項

を考慮する必要がある 35]。 

・耐圧力及び曲げ強度（物理的強度）  ・施工方法 

・耐蝕性（化学的強度）        ・気象条件 

・土壌の種類             ・資材入手の市場調査 

・不等沈下の有無           ・経済性 

・暗渠排水組織計画          ・工期 

 

代表的な暗渠管の種類 35] 
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② 疎水材の選定 

暗渠管の周囲に敷設する疎水材の条件としては、 

・透水性が良いこと 

・安価であること 

・透水性が持続するよう耐久性があること 

・運搬など取り扱いが容易であること 

などが挙げられる 35]。 

各種疎水材の特徴は以下のとおり。 

各種疎水材の特徴 35] 

 
 

各種疎水材の特徴については、農林水産省ホームページ「暗渠疎水材選定のための参

考資料」36]において公表されている。 
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暗渠疎水材の耐久性、課題、留意点等 36] 

 

なお、モミガラについては、水田畑利用時に腐食が急激に進むケースが確認されてお

り、モミガラの腐食に伴う田面の陥没などにより、湛水及び暗渠排水機能に支障をきた

すおそれがあることに注意する 37]。 

また、未利用資源のリサイクルも兼ねて、県営ほ場整備事業において疎水材として貝

殻の使用を標準化し 38]、モミガラに比べて耐久性に優れるホタテの貝殻を活用している

事例もある（青森県）39]。 
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（イ）地表排水（明渠） 

 

【解 説】 

1. 地表排水の概要 

地表排水は、農地の地表面における過剰水の排除を目的としており、主に強雨時の排水

を対象として、地下排水に優先して行われる 26]。 

 

2. 地表排水の重要性について 

地表排水は、地下排水（暗渠排水）と補完的な関係にあり、計画基準「暗渠排水」におい

て以下のように示されている。 

「暗渠排水のみを施工してもその効果が十分に発揮されないことがある。 （中略）十分

な効果が期待できない場合には、暗渠排水と補完的な関係にある地表排水、土層改良

（心土破砕等）、あるいは土地利用のあり方などの多面的な対策を講ずることが必要で

ある」1] 

「地表排水と地下排水は密接に関係しあっているが、地下排水は地表排水に比べ排水速

度が極めて遅いという特徴をもっている。したがって、地表排水の強化を図ることは、

暗渠排水の負担を減じ、迅速な排水効果をあげる上で有効である」40] 

以上より、地表排水の促進・強化は、暗渠排水の負担を軽減し、迅速なほ場排水に有効

であることから、水田の畑地化に当たっては、現地の実情等を勘案し、暗渠排水及び地表

排水対策を併用することが望ましい。 

 

3. 明渠の施工 

基盤整備による地表排水対策としては、主に明渠の施工が挙げられ、施工の目的・概要

は以下のとおり。 

ほ場内の停滞水の排除を目的としてほ場面の溝切りを行い、ほ場の外周に沿って額縁明

渠を設置する。区画が大きい場合はほ場内明渠を施工し、溝を接続して余剰水を落水口か

ら排水路へ流下させる。隣接ほ場からの浸入水が発生する場合は、額縁明渠の施工により

浸入を防ぐ 6],18]。 

  

地表排水の促進は、地下排水（暗渠排水）の負担を軽減し、迅速なほ場排水に有効であ

ることから、水田の畑地化に当たっては、現地の実情等を勘案し、暗渠排水と地表排水対

策を併用することが望ましい。 

基盤整備による主な地表排水対策としては、明渠の施工が挙げられる。 
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溝掘機による明渠の施工状況 18] 

 

明渠の施工イメージ 18] 

 

なお、畑作導入に当たって、地表排水が困難な場合には、額縁明渠の施工の際に、必要

に応じて、明渠を接続させる落水口を新たに設置することが有効である。 

［事例：畦畔を一部壊した上での落水口の新設について］41] 

 

 

 

 

 

 

 

 

額縁明渠の整備については、国庫補助事業の中で実施可能となっており、営農段階にお

いて額縁明渠を整備するための共同利用機器の導入についても補助対象となっている※3。 

 

※3 後述「参考資料（５）水田の畑地化に活用可能な補助事業（令和６年度時点）」を参照。なお、本

記載は畑作等促進整備事業に基づく。 

6] 

6] 
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［事例：各作目の排水対策技術（秋田県）］ 

下表はあくまで一例であり、排水対策については、導入作物や土壌条件等、当該地区

の実情を踏まえて検討する必要がある。 

各作目における排水対策技術 6] 
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